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を定数とし，の次関数      のグラフをとする。

 グラフと軸との交点の座標をとする。の値が最小になるのは

 

ア


イ


のときで，最小値は

ウ


エ


である。このときグラフは軸と異な

 る点で交わり，その交点の座標は，


オ
 

カキ


ク


である。

 グラフが軸に関して対称になるのは
ケ

 のときで，このときの

 グラフを  とする。グラフが軸に接するのは

コ


サ


のときで，

 このときのグラフを  とする。グラフ  を軸方向に

シ



ス

，

 軸方向に
セソ

 だけ平行移動するとグラフ  に重なる。

解説

：       ……①

     ･    


 









 よって，の値が最小になるのは
ア
イ

のときで，最小値は
ウ
エ

である。

 



のとき，①は    





 ゆえに，と軸との交点の座標は，方程式  



の解で，これを解くと

     

  
  ･･





･


オ
 カキ
ク

 が軸に関して対称になるのは，の軸が軸になるときである。①より，

      
      

      
      ……②

 よって，の軸は直線で，これが軸と一致するとき  

 ゆえに ケ これを②に代入して    この関数のグラフが  である。

 が軸に接するのは，の頂点の座標がになるときである。

 ②より，の頂点の座標はであるから

       ゆえに 
コ
サ

 これを②に代入して 


 



 この関数のグラフが  である。

  の頂点は  ， ，  の頂点は  



，

  を軸方向に，軸方向にだけ平行移動し，  に重なるとすると

 



， よって 

シ
ス
，セソ
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線分を直径とする半円周上に点，があり，，，

 



であるとする。

 このとき， 

ア

 
イ

 

ウ

 
，

エ

 
オ

 である。

 さらに，△の面積は
カ

 ，
キク

 である。

解説

  


  







 









 








 



より，は鋭角であるから

     

よって  





アイ
ウ

△において，余弦定理により

    
    ･ ･

    ･





であるから   
エ

オ

また        









よって，△の面積は

 



･ 




･ ･･




カ

線分は△の外接円の直径であるから，この外接円の半径をとすると

      

△において，正弦定理により 





よって  



 すなわち キク
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三角形の辺の中点を，の二等分線と辺の交点をとする．

で，三角形の外接円と辺，とはそれぞれと異なる交点，

をもつとする．このとき，であることを証明する．

次の文章中の
ア

～
エ

と
ク

，
ケ

については下の～のうち

から選択し，
オカキ

と
コサシ

には当てはまる文字を～のうちから選べ．

ただし，オとキ，コとシは解答の順序を問わない．

                          

                        

                     



  





 証明  ，，とする．がの二等分線であるから，

     

ア

イ
，

ウ

エ

 である．また，四角形は円に内接するから
オカキ

となり，

 が共通だから△と△
オカキ

は相似である．したがって，

     

ク

ケ
 である．

 同様に，四角形も円に内接するから
コサシ

であり，

 △と△
コサシ

も相似である．よって，

ク

ケ

 が成り立ち，が示された．

解説



  










：  ：であるから

   


 



 

よって ア，イ

   


 



 

よって 
ウ，エ

また，   

オカキまたは

となり，が共通であるから

   △△

したがって 







  ゆえに  ･




･



 









  

よって ク，ケ

また，    コサシまたはとなり，

が共通であるから △△

よって 







  ゆえに  ･




･







 





  

が成り立ち，  が示された．
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